
JP 2020-532613 A5 2021.8.5

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年8月5日(2021.8.5)

【公表番号】特表2020-532613(P2020-532613A)
【公表日】令和2年11月12日(2020.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2020-046
【出願番号】特願2020-511960(P2020-511960)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月23日(2021.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性担体液中に水分散性ポリマーと多段階ポリマーラテックスの２つ以上の乳化重合段
階とを含む樹脂系を含んでなる水性コーティング組成物であって、
　前記水分散性ポリマーが、前記多段階ポリマーラテックスに組み込まれているか、前記
多段階ポリマーラテックスとブレンドされているか、又はその両方であり、前記ラテック
スが、
（ｉ）高Ｔｇ乳化重合段階の算出Ｔｇよりも少なくとも２０℃低い算出Ｔｇを有する低Ｔ
ｇ乳化重合段階、又は
（ｉｉ）重合開始時に供給されたモノマーの前記算出Ｔｇを重合終了時に供給されたモノ
マーと比較した際に少なくとも２０℃の差がある勾配Ｔｇ、
のうちの一方又は両方を有する、上記組成物。
【請求項２】
　食品若しくは飲料の容器若しくは容器構成要素に形成されているか、又はそれに形成さ
れることになる物品であって、
　前記物品は、水性コーティング組成物から形成されたコーティングを少なくとも１つの
表面上に有する金属基材を含み、前記水性コーティング組成物は、水性担体液中に水分散
性ポリマーと多段階ポリマーラテックスの２つ以上の乳化重合段階とを含む樹脂系を含み
、前記水分散性ポリマーが、前記多段階ポリマーラテックスに組み込まれているか、前記
多段階ポリマーラテックスとブレンドされているか、又はその両方であり、前記ラテック
スが、
（ｉ）高Ｔｇ乳化重合段階の算出Ｔｇよりも少なくとも２０℃低い算出Ｔｇを有する低Ｔ
ｇ乳化重合段階、又は
（ｉｉ）重合開始時に供給されたモノマーの前記算出Ｔｇを重合終了時に供給されたモノ
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マーと比較した際に少なくとも２０℃のＴｇ差がある勾配Ｔｇ、
のうちの一方又は両方を有する、上記物品。
【請求項３】
　コーティングされた、食品又は飲料の容器又は容器構成要素を作製するための方法であ
って、前記方法は、
（ａ）本体部分及び端部部分を有する金属製の食品缶又は飲料缶の内面に、水性担体液中
に水分散性ポリマーと多段階ポリマーラテックスの２つ以上の乳化重合段階とを含む樹脂
系を含む水性コーティング組成物をスプレー塗布する工程、および、
（ｂ）前記コーティング組成物を硬化させて、硬質化したコーティングを形成する工程、
を含み、前記水分散性ポリマーが、前記多段階ポリマーラテックスに組み込まれているか
、前記多段階ポリマーラテックスとブレンドされているか、又はその両方であり、前記ラ
テックスが、
（ｉ）高Ｔｇ乳化重合段階の算出Ｔｇよりも少なくとも２０℃低い算出Ｔｇを有する低Ｔ
ｇ乳化重合段階、又は
（ｉｉ）重合開始時に供給されたモノマーの前記算出Ｔｇを重合終了時に供給されたモノ
マーと比較した際に少なくとも２０℃のＴｇ差がある勾配Ｔｇ、
のうちの一方又は両方を有する、上記方法。
【請求項４】
　前記水分散性ポリマーがポリオレフィンポリマーを含む、請求項１に記載の組成物、請
求項２に記載の物品、又は請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記水分散性ポリマーがポリエーテル－アクリレートコポリマーを含む、請求項１に記
載の組成物、請求項２に記載の物品、又は請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記水分散性ポリマーがテトラメチルビスフェノールＦに由来するものである、請求項
１～５のいずれかに記載の組成物、物品または方法。
【請求項７】
　前記２つ以上の乳化重合段階が、前記水分散性ポリマーの存在下で乳化重合される、請
求項１～６のいずれかに記載の組成物、物品または方法。
【請求項８】
　前記多段階ポリマーラテックスが、前記ラテックスを作製するために用いられる重合性
モノマーの総重量に基づいて、かつ、ラテックスの重合前または重合開始時にシードポリ
マーを作製するために用いられる任意のモノマーの重量を除外して、０．５重量％超の低
分子量界面活性剤を含まず、かつそれに由来しない、請求項１～７のいずれかに記載の組
成物、物品または方法。
【請求項９】
　前記水分散性ポリマーが、１グラムあたり４０～２００ｍｇＫＯＨの酸価を有する、請
求項１～８のいずれかに記載の組成物、物品または方法。
【請求項１０】
　前記ラテックスが、３０℃未満の算出Ｔｇを有する低Ｔｇ乳化重合段階と、５０℃を超
える算出Ｔｇを有する高Ｔｇ乳化重合段階と、を有する、請求項１～９のいずれかに記載
の組成物、物品または方法。
【請求項１１】
　前記ラテックスが、前記高Ｔｇ乳化重合段階の算出Ｔｇよりも少なくとも４０℃低い算
出Ｔｇを有する低Ｔｇ乳化重合段階を有し、前記乳化重合段階の５０重量％超が、少なく
とも４０℃の算出Ｔｇを有する、請求項１～１０のいずれかに記載の組成物、物品または
方法。
【請求項１２】
　前記水性コーティング組成物が、全樹脂固形分に基づいて、少なくとも５０重量％の前
記２つ以上の乳化重合段階を含み、前記水性コーティング組成物が、前記コーティング組
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成物中の全樹脂固形分に基づいて、重合エチレン性不飽和モノマーからの樹脂固形分を７
０重量％超含有する、請求項１～１１のいずれかに記載の組成物、物品または方法。
【請求項１３】
　前記乳化重合段階のうちの少なくとも１つが、メチルメタクリレート、エチルアクリレ
ート、エチルメタクリレート、ブチルアクリレート、及びブチルメタクリレートのうちの
１つ以上を少なくとも８０重量％含むモノマーから形成される、請求項１～１２のいずれ
かに記載の組成物、物品または方法。
【請求項１４】
　前記ラテックスが勾配Ｔｇを有する、請求項１～１３のいずれかに記載の組成物、物品
または方法。
【請求項１５】
　前記コーティング組成物が、ビスフェノールＡ、ビスフェノールＦ、及びビスフェノー
ルＳのそれぞれを実質的に含まず、前記コーティング組成物が、ハロゲン化モノマーを使
用して調製されたものでなく、前記コーティング組成物が、前記ラテックスを作製するた
めに用いられる前記エチレン性不飽和モノマー構成要素及び重合性モノマーの総重量に基
づいて、０．５重量％以下のアクリルアミド型モノマーを含むか、又はそれに由来する、
請求項１～１４のいずれかに記載の組成物、物品または方法。
【請求項１６】
　前記コーティング組成物が、スチレン及び置換スチレン化合物を実質的に含まない、請
求項１～１５のいずれかに記載の組成物、物品または方法。
【請求項１７】
　前記水性コーティング組成物が、３５５ｍＬの番号２１１の２ピース絞りしごき成形ア
ルミニウム飲料缶の内面に１缶あたり１１５ミリグラムのコーティング重量でスプレー塗
布され、１８８℃～１９９℃（缶ドームにおいて測定）で５５秒間硬化されるとき、
（ｉ）５０ｐｐｍ未満のグローバル抽出結果と、
（ｉｉ）前記缶が、脱イオン水中の１％ＮａＣｌで充填され、本明細書に開示される初期
金属露出試験方法に従って試験されたとき、平均して３ｍＡ未満の金属露出と、
を呈する、請求項１～１６のいずれかに記載の組成物、物品または方法。
【請求項１８】
　前記コーティング組成物が、硬化され、かつアルミニウム飲料缶の内部食品接触コーテ
ィング上にある、請求項１～１７のいずれかに記載の組成物、物品または方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０４】
　［０３２５］　全ての特許、特許出願、及び刊行物（実施例において使用される原材料
及び成分の化学物質安全データシート、テクニカルデータシート、並びに製品パンフレッ
トを含む）、並びに本明細書に引用される電子的に利用可能な文書の完全な開示は、あた
かも個々に組み込まれているかのように参照により本明細書に組み込まれる。上記の詳細
な説明及び実施例は、あくまで理解を助けるためにのみ与えられものである。これらによ
って不要な限定をするものと理解されるべきではない。本発明は、示され記載された厳密
な詳細事項に限定されるべきではなく、当業者に対して明らかな変形は実施形態において
規定される本発明の範囲に含まれることになる。いくつかの実施形態では、本明細書に例
示的に開示された本発明は、本明細書に具体的に開示されていない任意の要素の不在下で
好適に実行されてもよい。
［１］
　水性コーティング組成物であって、
　水性担体液中に水分散性ポリマーと多段階ポリマーラテックスの２つ以上の乳化重合段
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階とを含む樹脂系を含み、前記水分散性ポリマーが、前記多段階ポリマーラテックスに組
み込まれているか、前記多段階ポリマーラテックスとブレンドされているか、又はその両
方であり、前記ラテックスが、
　　（ｉ）高Ｔｇ乳化重合段階の算出Ｔｇよりも少なくとも２０℃低い算出Ｔｇを有する
低Ｔｇ乳化重合段階、又は
　　（ｉｉ）重合開始時に供給されたモノマーの前記算出Ｔｇを重合終了時に供給された
モノマーと比較した際に少なくとも２０℃の差がある勾配Ｔｇ、のうちの一方又は両方を
有する、水性コーティング組成物。
［２］
　食品若しくは飲料の容器若しくは容器構成要素に形成されているか、又はそれに形成さ
れることになる物品であって、前記物品は、水性コーティング組成物から形成されたコー
ティングを少なくとも１つの表面上に有する金属基材を含み、前記水性コーティング組成
物は、
　水性担体液中に水分散性ポリマーと多段階ポリマーラテックスの２つ以上の乳化重合段
階とを含む樹脂系を含み、前記水分散性ポリマーが、前記多段階ポリマーラテックスに組
み込まれているか、前記多段階ポリマーラテックスとブレンドされているか、又はその両
方であり、前記ラテックスが、
　　（ｉ）高Ｔｇ乳化重合段階の算出Ｔｇよりも少なくとも２０℃低い算出Ｔｇを有する
低Ｔｇ乳化重合段階、又は
　　（ｉｉ）重合開始時に供給されたモノマーの前記算出Ｔｇを重合終了時に供給された
モノマーと比較した際に少なくとも２０℃のＴｇ差がある勾配Ｔｇ、のうちの一方又は両
方を有する、物品。
［３］
　食品又は飲料の容器又は容器構成要素をコーティングするのに有用なラテックス分散物
を作製するための方法であって、前記方法は、
　（ａ）水分散性ポリマーの水性分散物を提供する工程と、
　（ｂ）前記水性分散物の存在下で２つ以上の段階を乳化重合して、多段階ポリマーラテ
ックスを形成する工程であって、前記ラテックスが、
　　（ｉ）高Ｔｇ乳化重合段階の算出Ｔｇよりも少なくとも２０℃低い算出Ｔｇを有する
低Ｔｇ乳化重合段階、又は
　　（ｉｉ）重合開始時に供給されたモノマーの前記算出Ｔｇを重合終了時に供給された
モノマーと比較した際に少なくとも２０℃のＴｇ差がある勾配Ｔｇ、のうちの一方又は両
方を有する、工程と、を含む、方法。
［４］
　コーティングされた、食品又は飲料の容器又は容器構成要素を作製するための方法であ
って、前記方法は、
　（ａ）本体部分及び端部部分を有する金属製の食品缶又は飲料缶の内面に、水性担体液
中に水分散性ポリマーと多段階ポリマーラテックスの２つ以上の乳化重合段階とを含む樹
脂系を含む水性コーティング組成物をスプレー塗布する工程であって、前記水分散性ポリ
マーが、前記多段階ポリマーラテックスに組み込まれているか、前記多段階ポリマーラテ
ックスとブレンドされているか、又はその両方であり、前記ラテックスが、
　　（ｉ）高Ｔｇ乳化重合段階の算出Ｔｇよりも少なくとも２０℃低い算出Ｔｇを有する
低Ｔｇ乳化重合段階、又は
　　（ｉｉ）重合開始時に供給されたモノマーの前記算出Ｔｇを重合終了時に供給された
モノマーと比較した際に少なくとも２０℃のＴｇ差がある勾配Ｔｇ、のうちの一方又は両
方を有する、工程と、
　（ｂ）前記コーティング組成物を硬化させて、硬質化したコーティングを形成する工程
と、を含む、方法。
［５］
　コーティングされた、食品又は飲料の容器又は容器構成要素を作製するための方法であ
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って、前記方法は、
　（ａ）食品又は飲料の容器又は容器構成要素の少なくとも１つの金属基材表面に、水性
担体液中に水分散性ポリマーと多段階ポリマーラテックスの２つ以上の乳化重合段階とを
含む樹脂系を含む水性コーティング組成物から形成されたコーティングを塗布する工程で
あって、前記水分散性ポリマーが、前記多段階ポリマーラテックスに組み込まれているか
、前記多段階ポリマーラテックスとブレンドされているか、又はその両方であり、前記ラ
テックスが、
　　（ｉ）高Ｔｇ乳化重合段階の算出Ｔｇよりも少なくとも２０℃低い算出Ｔｇを有する
低Ｔｇ乳化重合段階、又は
　　（ｉｉ）重合開始時に供給されたモノマーの前記算出Ｔｇを重合終了時に供給された
モノマーと比較した際に少なくとも２０℃のＴｇ差がある勾配Ｔｇ、のうちの一方又は両
方を有する、工程と、
　（ｂ）前記コーティング組成物を硬化させて、硬質化したコーティングを形成する工程
と、を含む、方法。
［６］
　前記水分散性ポリマーが、アクリルポリマー、ポリエーテルポリマー、ポリオレフィン
ポリマー、ポリエステルポリマー、ポリウレタンポリマー、又はこれらの混合物若しくは
コポリマーを含む、［１］に記載の組成物、［２］に記載の物品、又は［３］～［５］の
いずれか１項に記載の方法。
［７］
　前記水分散性ポリマーがポリオレフィンポリマーを含む、［１］に記載の組成物、［２
］に記載の物品、又は［３］～［５］のいずれか１項に記載の方法。
［８］
　前記水分散性ポリマーがポリエーテルポリマーを含む、［１］に記載の組成物、［２］
に記載の物品、又は［３］～［５］のいずれか１項に記載の方法。
［９］
　前記水分散性ポリマーが、少なくとも６０℃の算出Ｔｇを有する芳香族ポリエーテルポ
リマーを含む、［１］に記載の組成物、［２］に記載の物品、又は［３］～［５］のいず
れか１項に記載の方法。
［１０］
　前記水分散性ポリマーが、展延剤と、芳香族ジオール、芳香族二酸、脂肪族ジオール、
脂肪族二酸、脂環式ジオール脂環式二酸又はこれらの組み合わせのジエポキシドとを含む
反応物質から形成されたポリエーテルポリマーを含む、［１］若しくは［９］に記載の組
成物、［２］若しくは［９］に記載の物品、又は［３］～［５の９］のいずれか一項に記
載の方法。
［１１］
　前記水分散性ポリマーが、展延剤と、芳香族ジオールのジエポキシドとを含む反応物質
から形成されたポリエーテルポリマーを含む、［１］若しくは［９］に記載の組成物、［
２］若しくは［９］に記載の物品、又は［３］～［５の９］のいずれか一項に記載の方法
。
［１２］
　前記水分散性ポリマーが、展延剤と、オルト置換二価フェノールのジエポキシドとを含
む反応物質から形成されたポリエーテルポリマーを含む、［１］若しくは［９］に記載の
組成物、［２］若しくは［９］に記載の物品、又は［３］～［５の９］のいずれか一項に
記載の方法。
［１３］
　前記水分散性ポリマーがポリエーテル－アクリレートコポリマーを含む、［１］若しく
は［９］～［１２］のいずれか一項に記載の組成物、［２］若しくは［９］～［１２］の
いずれか一項に記載の物品、又は［３］～［５］若しくは［９］～［１２］のいずれか１
項に記載の方法。
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［１４］
　前記２つ以上の乳化重合段階が、前記水分散性ポリマーの存在下で乳化重合される、［
１］～［１３］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［１５］
　前記２つ以上の乳化重合段階が、１つ以上の重合性界面活性剤の存在下で乳化重合され
る、［１］～［１４］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［１６］
　前記２つ以上の乳化重合段階が、非ポリマー界面活性剤を使用することなく乳化重合さ
れる、［１］～［１４］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［１７］
　前記多段階ポリマーラテックスが、前記ラテックスを作製するために用いられる重合性
モノマーの総重量に基づいて、０．５重量％超の低分子量界面活性剤を含まず、かつそれ
に由来しない、［１］～［１４］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［１８］
　前記水分散性ポリマーが、１グラムあたり４０～２００ｍｇＫＯＨの酸価を有する、［
１］～［１７］のいずれか１項に記載の組成物、物品、又は方法。
［１９］
　水分散性ポリマーと乳化重合段階との重量比が４０：６０未満である、［１］～［１８
］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［２０］
　前記ラテックスが、３０℃未満の算出Ｔｇを有する低Ｔｇ乳化重合段階と、５０℃を超
える算出Ｔｇを有する高Ｔｇ乳化重合段階とを有する、［１］～［１９］のいずれか一項
に記載の組成物、物品、又は方法。
［２１］
　前記ラテックスが、２０℃未満の算出Ｔｇを有する低Ｔｇ乳化重合段階と、６０℃を超
える算出Ｔｇを有する高Ｔｇ乳化重合段階とを有する、［１］～［２０］のいずれか一項
に記載の組成物、物品、又は方法。
［２２］
　前記ラテックスが、前記高Ｔｇ乳化重合段階の算出Ｔｇよりも少なくとも４０℃低い算
出Ｔｇを有する低Ｔｇ乳化重合段階を有する、［１］～［２１］のいずれか一項に記載の
組成物、物品、又は方法。
［２３］
　前記ラテックスが、前記高Ｔｇ乳化重合段階の算出Ｔｇよりも少なくとも６０℃低い算
出Ｔｇを有する低Ｔｇ乳化重合段階を有する、［１］～［２２］のいずれか一項に記載の
組成物、物品、又は方法。
［２４］
　前記乳化重合段階の５０重量％超が、少なくとも４０℃の算出Ｔｇを有する、［１］～
［２３］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［２５］
　前記乳化重合段階のうちの２つ以上が、全体として少なくとも３０℃の算出Ｔｇを有す
るモノマーから形成される、［１］～［２４］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又
は方法。
［２６］
　前記水性コーティング組成物が、全樹脂固形分に基づいて、少なくとも５０重量％の前
記２つ以上の乳化重合段階を含む、［１］～［２５］のいずれか一項に記載の組成物、物
品、又は方法。
［２７］
　前記水性コーティング組成物が、前記コーティング組成物中の全樹脂固形分に基づいて
、重合エチレン性不飽和モノマーからの樹脂固形分を７０重量％超含有する、［１］～［
２６］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
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［２８］
　前記乳化重合段階のうちの少なくとも１つが、１つ以上の（メタ）アクリレートを少な
くとも５０重量％含むモノマーから形成される、［１］～［２７］のいずれか一項に記載
の組成物、物品、又は方法。
［２９］
　前記乳化重合段階のうちの少なくとも１つが、メチルメタクリレート、エチルアクリレ
ート、エチルメタクリレート、ブチルアクリレート、及びブチルメタクリレートのうちの
１つ以上を少なくとも８０重量％含むモノマーから形成される、［１］～［２８］のいず
れか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［３０］
　前記乳化重合段階のうちの少なくとも１つが、多エチレン性不飽和モノマーを含むモノ
マーから形成される、［１］～［２９］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法
。
［３１］
　前記ラテックスが勾配Ｔｇを有する、［１］～［３０］のいずれか一項に記載の組成物
、物品、又は方法。
［３２］
　前記コーティング組成物が、ビスフェノールＡ、ビスフェノールＦ、及びビスフェノー
ルＳのそれぞれを実質的に含まない、［１］～［３１］のいずれか一項に記載の組成物、
物品、又は方法。
［３３］
　前記コーティング組成物が、ハロゲン化モノマーを使用して調製されない、［１］～［
３２］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［３４］
　前記コーティング組成物が、スチレン及び置換スチレン化合物を実質的に含まない、［
１］～［３３］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［３５］
　前記コーティング組成物が、前記ラテックスを作製するために用いられる前記エチレン
性不飽和モノマー構成要素及び重合性モノマーの総重量に基づいて、０．５重量％以下の
アクリルアミド型モノマーを含むか、又はそれに由来する、［１］～［３４］のいずれか
一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［３６］
　前記水性コーティング組成物が架橋剤を更に含む、［１］～［３５］のいずれか一項に
記載の組成物、物品、又は方法。
［３７］
　前記水性コーティング組成物がフェノプラスト架橋剤を更に含む、［１］～［３６］の
いずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［３８］
　前記水性コーティング組成物が、２０～８０秒の粘度を有し（Ｆｏｒｄ　Ｃｕｐ＃２、
２５℃）、かつ食品缶又は飲料缶用の内側スプレーコーティング組成物である、［１］～
［３７］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［３９］
　前記水性コーティング組成物が、３５５ｍＬの番号２１１の２ピース絞りしごき成形ア
ルミニウム飲料缶の内面に１缶あたり１１５ミリグラムのコーティング重量でスプレー塗
布され、１８８℃～１９９℃（缶ドームにおいて測定）で５５秒間硬化されるとき、
　（ｉ）５０ｐｐｍ未満のグローバル抽出結果と、
　（ｉｉ）前記缶が、脱イオン水中の１％ＮａＣｌで充填され、本明細書に開示される初
期金属露出試験方法に従って試験されたとき、平均して３ｍＡ未満の金属露出と、を呈す
る、［１］～［３８］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［４０］
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　前記水性コーティング組成物が、３５５ｍＬの番号２１１の絞りしごき成形アルミニウ
ム飲料缶の内面に１缶あたり１１５ミリグラムの乾燥フィルム重量でスプレー塗布され、
１８８℃～１９９℃（缶ドームにおいて測定）で５５秒間硬化されるとき、１２１℃での
加圧下にて２％クエン酸中でレトルトした後、ＡＳＴＭ　Ｄ　３３５９－Ｔｅｓｔ　Ｍｅ
ｔｈｏｄ　Ｂに従って試験すると、９又は１０の下側壁接着採点値を呈する、［１］～［
３９］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［４１］
　前記水性コーティング組成物が、３５５ｍＬの番号２１１の２ピース絞りしごき成形ア
ルミニウム飲料缶の内面に１缶あたり１１５ミリグラムのコーティング重量でスプレー塗
布され、１８８℃～１９９℃（缶ドームにおいて測定）で５５秒間硬化されるとき、本明
細書に開示される落下損傷後金属露出試験に従って試験されると、３．５ｍＡ未満の金属
露出を与える、［１］～［４０］のいずれか一項に記載の組成物、物品、又は方法。
［４２］
　前記水性コーティング組成物が、３５５ｍＬの番号２１１の２ピース絞りしごき成形ア
ルミニウム飲料缶の内面に１缶あたり１１５ミリグラムのコーティング重量でスプレー塗
布され、１８８℃～１９９℃（缶ドームにおいて測定）で５５秒間硬化されるとき、ネッ
キング後の金属露出の変化が１．０ｍＡ未満であることによって示されるように、ネッキ
ング及びフランジング試験に合格することができる、［１］～［４１］のいずれか一項に
記載の組成物、物品、又は方法。
［４３］
　前記コーティング組成物が、硬化され、かつアルミニウム飲料缶の内部食品接触コーテ
ィング上にある、［２］に記載の物品又は［３］～［５］のいずれか一項に記載の方法。
［４４］
　前記コーティング組成物が硬化され、前記容器が、包装された食品又は飲料製品を更に
含む、［２］に記載の物品又は［３］～［５］のいずれか一項に記載の方法。
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